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和歌山県立図書館の「がん」関係における連携
～県がん対策「七位一体」の一助となる図書館を目指して～

和歌山県立図書館 松田 公利

第101回全国図書館大会東京大会 第20分科会 健康情報 【H27.10.16】

「七位」（ななみ）とは？

「和歌山県がん対策推進条例」（H24.12.28)

教育関係者

県議会 県 民
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「がん」関係図書コーナー

■平成２４（２０１２）年１１月 開設

■和歌山県がん死亡率

＜１９９５～２０１２年：全国ワースト１０入り＞

●「がん」で亡くなる割合が高いことを知ってもらう（がん予防）

●「がん」コーナーの存在を知ってもらう（気軽に利用できる場）

★「和歌山県長期総合計画」 （＝連携根拠）

がん対策の推進～がん死亡率の削減

「連携」って何？

■＜連携 ≠ 協力＞

→ 相互に 「利」 がなければいけない

●連携先の「利」 → 図書館との連携利点は何？

★連携の必要性

・図書館単体では広くがん情報の提供は望めない

・行政施策を根拠とした関係機関との連携が不可欠

積極的な広報

■事前に、（県）福祉保健部健康局健康推進課へ

＜コーナー説明・HPリンク・がんパンフ・推進計画冊子＞

■報道機関への資料提供，取材依頼

■県職員用ポータルサイトへの掲示（告知）

■がん関係機関への無料冊子・パンフ・サイトリンクの依頼

■がん関係講演会でのコーナー案内チラシの配布

●県議会事務局から問い合わせ（議員提案のがん条例制定）

●健康推進課から問い合わせ

●県教育委員会から問い合わせ→各課に関係資料を配付

●報道機関からの取材・記事掲載

●県内の関係機関からの問い合わせ（チラシ配置の依頼）

●県民からの問い合わせ

県庁担当課との連携

■県政ポスト①＜県民から知事への御意見・御提案＞
●御家族が悪性のがんである県民の方から

★「がん」関係図書コーナーを評価

・多くの「がん」関係書籍が分類別に開架

・新刊書籍の紹介，条例・推進計画の配置

・関係機関のサイトリンク紹介，県内「がん」状況等の手作り掲示

★関係機関との連携を評価
「館内の施設を利用して，ＮＰＯ法人によるがん患者向けの会合も定期的に

開催されていますし，和医大病院と連携して，がん患者向けの講演会の開

催も館内のホールで開催される予定です。このように特別大きな予算を費や

すことなく，図書館の創意工夫で，各事業体と連携するなど，県民へのがん

に対する啓蒙活動であると賞賛します。是非，このような活動を賞賛，推奨

され，和歌山県のがん対策を推進していただきますようお願いします。」

■知事室長から全職員へ
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■福祉保健部健康局局長が来館

■『がん対策施策報告書』（条例３１条）→ 県立図書館枠

■「わかやまがんネット」（H26.3.27）

＜ＨＰリンク集・パンフ配置場所として当館紹介＞

■啓発活動の報告及びポスター等の掲示依頼

■県・関係機関作成の冊子・パンフ等の入荷連絡

●図書館は，直接，県民と接する場

●いろんな目的を持った人が集まる場（不特定多数）

★図書館は，広報活動に利点

★図書館の取り組みは，がん施策の１つ

県庁担当課との連携 ＮＰＯ法人との連携

■ＮＰＯ法人「いきいき和歌山がんサポート」（２０１０年設立）

■理事長の医師に講演依頼（２０１３．３） → 会員参加

●「県立図書館に 『がん患者サロン』 を！」

（理由１）：病院に行きたくない

（理由２）：県立図書館には，いろんな本がある

（理由３）：県立図書館には，「がん」コーナーがある

（理由４）：図書館は，落ち着ける（癒やされる時間）

★平成２５年（２０１３年）７月７日

「図書館いきいきサロン」開設（月１回・第一日曜日）

ＮＰＯ法人との連携～「図書館いきいきサロン」 ＮＰＯ法人との連携

■県政ポスト②（サロンに参加された県民の方からの御意見）

●御自身が「がん」患者である県民の方から

「最近とても嬉しいことがありました。和歌山県立図書館で，がん患者さんのためのサロン

が開かれているのを知ったからです。以前に同じ図書館で開催された，がんに関する講

演会に行ってそのことを知りました。がん患者サロンでいろいろな話を聞き，“あぁ，苦し

いのは自分だけではないんだな”と，どれだけ慰められ励まされたかわかりません。

精神的に本当に助けられました。また，いろんな情報も得られ，図書館の中には，がん

に関するコーナーがあることも知りました。期せずして，がんになった人の気持ちが少し

でも癒やされる場としてサロンはとても大きな役目を果たしているように思います。そうい

う場を，和歌山県立図書館の中に作っていただきまして本当に有り難うございました。

こういうサロンがあるという情報がもっともっと広まって，がんになった方々の心が少しで

も癒やされることを心から願います。」

●「ピアサポータ」 ： 相談できる場

★新しい「人」の発掘 ★安らぎ・気づき（発見）の場 ★情報がある

ＮＰＯ法人との連携

■がん講演会（年１回／県立図書館共催・会場）

■リレー・フォー・ライフ・ジャパン わかやま（２０１４・２０１５年）

【県立図書館】

・「がん」コーナーに広報掲示・ポスター，チラシ設置

・ホームページで広報・大会ホームページにリンク

【いきいき和歌山がんサポート】

・ＮＰＯや大会のホームページで県立図書館の模様を広報

■ＮＰＯ役員（乳がん体験者・ピアサポーター）との情報交換

→ 活動状況・広報等依頼／がん患者さんの思いを実感

▼「がん患者サロン」において，図書館がどこまで連携を深めるか

医療機関との連携

■和歌山県立医科大学附属病院「地域連携室」

■講演会：「がん患者･ご家族･県民のための公開講座」

■講 師：がんサバイバー

→ 県立図書館：講師候補提案

●県立医大病院

予算・役割分担表・進行表・受付・司会

●県立図書館

講師選定・講師対応・会場使用・会場設営・資料等紹介

★一般利用の公共施設 ★集客力

★資料（闘病記） ★司書の専門性（資料紹介等）

★利用者の関心 ★広報の拡充
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医療機関との連携

■「がん診療連携拠点病院」

地域連携室 ＝ がん相談支援センター窓口

●医療機関との連携利点

・「がん」に関する専門知識 → 相談できる強み（情報取得）

・県立医大病院オリジナルのパンフ，広報誌

・「がん」に関する現状課題の認識 → 利用者対応に繋がる

●市町立図書館からの問い合わせに対応

講演会広報 → 連携認識 → 県立図書館に問い合わせ

個人利用者との連携

■国立がん研究センターがん対策情報センター

「患者・市民パネル」委嘱者

■率直な質問・意見・評価（利用者からの情報）

→ 図書館の満足感でコーナーづくりしない → 司書の気づき

■司書による「がん」関係資料の紹介

→ 講演会参加者から要望 → 資料の読み込み

→ ＨＰで紹介 → がん知識を深める

■課題提示 ＜がん登録・希少がん……＞

●県民の意見として反映

・取組理解 → 良き連携相手に

・個人の評価 → 図書館に大きな力

その他機関との連携

■ＮＰＯ法人キャンサーリボンズ

■パネル展示「がん治療中の生活情報」（Ｈ２６．３）

・相互のホームページで広報

・地元新聞掲載記事，利用者の反応や関心

●キャンサーリボンズの機関誌や主催事業チラシ

→ がんコーナーに配置

●県立医大病院と共催の講演会

→ キャンサーリボンズＨＰで案内

★和歌山県立図書館の「がん」に関する取り組み

→ 県外の関係者にも知っていただく機会

図書館と連携する利点

■広報媒体 → 気づきの場（館内・ＨＰ・県内図書館）

■場所提供 → 集客力・広報利用・新規人の発掘

■学びの環境 → 安らぎある空間（気軽さ）

■住民密着 → 評価反映・利用者の声（反応）

■財 産 → 資 料（情報）

■司 書 → 本や図書館の活用案内・情報提供

連携における認識

県庁

県民

県立

医大

県立

図書館

ＮＰＯ

■図書館が連携の中心ではない

→ 自治体の方針（条例・各種計画）

●本庁担当課は連携の窓口

・がん情報は本庁担当課に集まる

・県立医大病院と連携

（「地域がん登録事業報告」）

・ＮＰＯと連携（がん患者ピアサポート養成講座）

★本庁部局が図書館に求めるものは？

※ 本庁担当課との連携は不可欠

国・関係機関

連携でこんな効果もありました
■知らないところで「県立図書館」の広報をしていただける

■医療関係講演会

●「地域連携室がん相談支援センターの役割とその利用について」

講師は，連携先の県立医大病院の看護師

→ 公開講座（講演会）について説明 → 「県立図書館」

●「がんサロンについて」

講師は，連携先のＮＰＯ会員である看護師

→ 図書館いきいきサロンについて説明 → 「県立図書館」

★県立図書館の名を出していただく

→ 県立図書館の「がん」に関する取り組みが広く理解される
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今後について

■条例「七位一体の取組」から

●地元新聞社

●病院図書室

●看護師

●医療関係催し

●市町立図書館職員

Ｈ２７．１．２９ 豊中市立岡町図書館

「公共図書館員のための

医療情報サービス研修会ｉｎ大阪」

★館内組織とコーナーづくり


